
    

地域ともっとクロス！する山口赤十字病院 

 糖尿病 

 およそ100年前にインスリンが発見されたことで糖尿病治療は大きく飛躍しました。       

その後も、インスリンをはじめとした糖尿病治療薬は進歩し続けており、「治療薬に  

合わせた生活スタイル」を強いられることなく、「生活スタイルに合わせた治療」を選択 

できるようになりました。 

 さらに、血糖変動を確認する方法も進化しています。従来から行われている「静脈                                                 

採血」や「毛細血管血を用いた血糖自己測定」に加えて、苦痛がより少なく、「点                                          

ではなく線」で血糖変動を確認することができる持続血糖モニタリング（CGM）を                                          

手軽に利用できるようになりました。当院では、糖尿病療養指導士を中心とした                                             

経験豊富なスタッフが、最新の治療法・治療薬・医療機器を活用することで、                                                 

以下の治療を行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回の担当医師】 

第三内科 部長 

 近藤 学 (こんどう まなぶ)  

【資 格】  

日本内科学会認定内科医、専門医 

日本糖尿病学会専門医、研修指導医 

日本日本内分泌学会 内分泌代謝専門医      

【専 門】 糖尿病 ・ 内分泌 
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糖尿病・内分泌領域の診療について 

【図１】 インスリンポンプ・カーボカウントを用いてコントロール中の持続血糖モニタリングデータ（1型糖尿病症例） 



【１型糖尿病】 

1型糖尿病治療では、持続皮下インスリン注入療法（通称インスリンポンプ）、CGM、カーボカウント（糖質摂取量を             

見積もること）の３つを組み合わせることで、低血糖を減らし、血糖変動を小さくすることを目指します。もちろん、ペン型注射と

CGM・カーボカウントを組み合わせることも可能です。入院が難しい場合でも、外来通院のなかでインスリンポンプやCGMを                     

導入し、設定を調整していくことは可能です。また、インスリンポンプ使用の有無にかかわらず、カーボカウントを習得・復習したい                        

方のために、管理栄養士による栄養指導のみを予約することもできます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

【２型糖尿病】 

２型糖尿病治療では、生活状況や年齢など、個々の状況をふまえて目標HbA1c値を設定し、最適な治療法の組み           

合わせを見つけていきます。薬物療法については、糖尿病合併症の進行度や既往歴をふまえて、将来を見据えて選択する           

ようにしています。 

 1型糖尿病と同様に、食事療法は非常に重要です。「無理なく継続できる範囲で」「具体的に」管理栄養士からアドバイスを          

送るようにいたします。 もちろん、従来から行われている糖尿病教育入院によって、短期集中的に糖尿病に関する知識を          

深めていただく事も可能です。特に、これまでにじっくり糖尿病について学ぶ機会が無かった方や糖尿病発症早期の方には             

非常に効果的です。通常の入院期間は2週間ですが、必要に応じて調整することもできます。教育入院の申し込みは随時               

受け付けておりますので、お気軽にご紹介ください。     

 

 

内分泌疾患 

 山口県内では数少ない内分泌代謝専門医が常勤しており、頻度の多い甲状腺疾患以外にも、下垂体・副腎・副甲状腺          

など幅広い内分泌疾患を診断・治療しています。エコー・CT・MRI・RI（ラジオアイソトープ）などの画像検査や負荷試験など、                 

内分泌疾患の診断に必要なほとんどの検査を当院で完結させることができます。 

総合病院である強みを活かし、手術療法を検討する必要がある症例では、外科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・泌尿器科など               

と協議したうえで治療方針を決定しています。 

 当院で確定診断・治療を行った内分泌症例のほとんどは、近隣の医療機関からご紹介いただいたものです。診断・治療に         

難渋されている症例や、確定診断のために負荷試験が必要な症例がございましたら、是非当院へご紹介ください。 

 「日本メドトロニック株式会社」                                   

ミニメド640Ⓡ(インスリンポンプ） 

 「テルモ株式会社」DEXCOM G4Ⓡ                       

(リアルタイムCGM) 

「アボットジャパン合同会社」FreeStyle リブレⓇ(FGM)  



 

糖尿病合併症管理（フットケア） 

 糖尿病神経障害・閉塞性動脈硬化症・足潰瘍、足趾・下肢切断の既往がある方を中心に、                          

フットケアを実施しています。危険因子と生活状況を評価し、患者さんに足の観察やケアの                              

必要性を意識していただけるよう心掛けています。神経障害や血行障害、爪や皮膚のトラブルの                           

有無を確認し、必要時にはグラインダーやヤスリ、ニッパーなどを用いてケアをしています。皮膚科や整形外科と連携を              

図り、足潰瘍の既往がある方は、原因を排除できるようインソールや靴型装具などの作成を義肢装具士に依頼して               

います。  
 

糖尿病透析予防指導 

透析予防診療チーム(医師・管理栄養士・看護師)が、外来で糖尿病腎症2期以降の方を対象に関わっています。  

症状がない時期においても自分の腎臓の病状を理解しやすいように説明し、具体的療養行動の提示と実施可能な           

療養行動を一緒に考え、その方に応じた療養支援が出来るよう努めています。 

 

 

    
糖尿病看護認定看護師の役割 

はじめに 

 当院内科外来には、1型糖尿病や2型糖尿病、妊娠期、手術を控えた方、                                     

ステロイド治療や化学療法中の方など、小児から高齢者の方まで幅広い世代の                                    

糖尿病治療を必要とされる方が通院されています。糖尿病看護認定看護師の                                   

役割として、糖尿病をもつ方やご家族の方に対して身体的・精神的・社会的                                    

側面から必要なサポートを考え、「その人らしい生活」を尊重しながら治療と上手く                                 

付き合えるよう支援をしています。特に、糖尿病の治療は生活の場と密着している                                

ため、学校生活や社会生活の中で抱えておられる思いやお困りのことを丁寧に伺い、                                 

両立するための方法を一緒に考え、患者さんやご家族の方に寄り添った看護が                                   

できるよう心掛けています。 

病状や抱えておられる問題によっては、医師・管理栄養士・薬剤師・臨床心理士・MSWや地域の医療従事者の

方と連携を図り、支援をしています。自己注射や血糖測定など自己管理のための支援のほか、以下も行っています。

何かありましたらお気軽にご相談ください。  

糖尿病看護認定看護師 

日本糖尿病療養指導士 

澤山 恵 (さわやま めぐみ)  

糖尿病友の会 
     

 「糖尿病友の会」では、当院スタッフが作成した「糖尿病新聞ステップアップ」「糖尿病通信」など、

糖尿病治療に役立つ情報を定期的に発信しています。また、世界糖尿病デー（11月14日）        

前後に、患者さん向けの試食会・勉強会を盛り込んだイベントを院内で開催を行っています。           

糖尿病治療におけるストレスを少しでも軽減し、治療を継続できるように、糖尿病友の会を通して           

患者さん達と活動することをスタッフ一同楽しみにしています。是非ご参加ください。 

                                

 
入院は難しい…という方に 

※年会費：18歳以上3,500円  

 
18歳未満2,300円  
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第 

１ 

週 

水 食品交換表の使い方 管理栄養士 糖尿病とは 糖尿病内科医師 

木 自己血糖測定・低血糖 内科看護師 合併症①  網膜症 視能訓練士 

金 シックデイ 〃 運動療法①  理論と実施 理学療法士 

月 栄養バランスのとり方 管理栄養士 薬物療法（内服） 薬剤師 

火 糖尿病と心 臨床心理士 

第 

２ 

週 

水 日常生活の注意 内科看護師 
合併症②              

神経症・腎臓障害・動脈硬化 
糖尿病内科医師 

木 

フットケア・災害時の準備と対応療

養相談室のご案内 

〃 検査の紹介 

コントロールの目標 

臨床検査技師 

金 試食会（※11:00-12:00） 管理栄養士 口腔ケア（※13:45-14:30） 歯科衛生士 

月 薬物療法（インスリン）およびインスリン注射 薬剤師 

火 
外食のとり方（調理のポイント） 

外泊時の食事チェック 

管理栄養士 運動療法②              

レジスタンストレーニング 
理学療法士 

 
やまクロInformation 

医師人事異動のお知らせ 

 

《 退 職 》                                                      

 耳鼻咽喉科部長 橋本 和樹 (6/30付)          

《 昇 任 》                      《 採 用 》                                                           

 耳鼻咽喉科部長 古後 龍之介 (7/1付)   耳鼻咽喉科副部長 西山 和郎 (7/1付)              

糖尿病教育入院 

 糖尿病教育入院は、自分に適した退院後の療養を考えるための知識と技術を学ぶための大切な役割を担っています。また、同じ            

ように糖尿病の治療を受けている他の方々と交流し、病気への理解を深め、治療へのモチベーションを高める絶好の機会です。         

 その中心となる糖尿病教室では、多職種が各自の得意分野を分かりやすく説明するように心がけています。また、少人数で開催        

されるため、普段なかなか聞けない事や気になっている事を専門のスタッフに気軽に質問することができます。 

 食事療法を中心とする治療方針については、週1回、関係スタッフが一堂に会して話し合い、共通の認識で治療にあたるように          

心がけています。 

 以下、糖尿病教育入院のスケジュールを簡単に御紹介いたします。 

 

【糖尿病教育入院 スケジュール】                                                                        

糖尿病教室では、当院オリジナルの糖尿病テキストを使用しています（1冊 1000円税込）  


